
 

 (2) 平成２５年のトピックス 

   ア 平成２５年 風しんのまとめ 

平成２５年の年間報告数は２１０例で，平成２０年に定点把握対象疾患から全数把握対象疾患に変更されて以降，最も多

かった。性別は男性１３９例，女性７１例で，性別年齢群別では男女共に２０歳代 ７３例(３４.８％）が最も多く，次いで３０歳代 

５０例（２３.８％），４０歳代 ４１例（１９.５％）の順となり，特に２０代から４０代の男性に報告が多くみられた。 

また，市内で報告された風しん患者のワクチン接種状況は，ワクチン未接種あるいは接種歴不明が全体の９６.２％を占め

た。 

 

京都市及び全国の年次報告数 

 

 

 

 

 

 

 

          京都市及び全国の報告数の推移                 風しん患者のワクチン接種歴の報告割合（京都市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の性別年齢群別の報告数 

 

 

 

 

 

 

全国の性別年齢群別割合の年次推移 

 

 

 

 

 

 

 

平成20年 平成21年 平成22年 平成23年 平成24年 平成25年

男性 0 1 0 0 17 139

女性 1 0 0 0 9 71

合計 1 1 0 0 26 210

男性 167 98 54 278 1791 10984

女性 136 49 33 100 595 3373

合計 303 147 87 378 2386 14357

0 2 0 1 4 32（参考）先天性風しん症候群（CRS）
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  イ  平成２５年 インフルエンザのまとめ 

    (ｱ)  インフルエンザの報告数 

平成２４年第３６週から平成２５年第３５週シーズンの流行は，平成２５年第１週（平成２４年１２月３１日～平成２５年１月

６日）に定点当たり報告数が『１.０』を超えて流行期に入り，平成２５年第５週（１月２８日～２月３日）にピーク（３１.２２）を形成

した。 

その後，患者数は減少していったが，定点当たり報告数が『１０.０』を下回ったのは，第１１週（３月１１日～３月１７日）とな

り，『１.０』を下回ったのは第２２週（５月２７日～６月２日）であった。 

    (ｲ)  インフルエンザウイルスの型別 

インフルエンザウイルス分離・検出数の推移では，平成２３年～平成２４年シーズンに引き続きＡＨ３型が流行の主体

（７５．７％）で，次いでＢ型（２１．８％）が多く，ＡＨ１ｐｄｍ０９の流行はわずか（２.４％）であった。 

    (ｳ)  年齢群別 

年齢群別では，平成２４年～２５年シーズンは，５～９歳（２３.０％）が最も多く，次いで０～４歳（１８.７％），１０～１４歳

（１３.１％）の順であった。 

京都市及び全国の定点当たり報告数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

京都市及び全国のインフルエンザウイルス分離・検出数の推移 
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京都市の年齢群別割合 

 

 

 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

京都市_平成24年／25年シーズン

全国_平成24年／25年シーズン

０～４歳 ５～９歳 １０～１４歳 １５～１９歳 ２０～２９歳 ３０～３９歳 ４０～４９歳 ５０～５９歳 ６０歳以上

0 

3 

6 

9 

36 37 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 1  2  3  4  5  6  7  8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

9  10  11  12  1  2  3  4  5  6  7  8 

ウ
イ
ル
ス
分
離
・
検
出
数

AH1pdm09

AH3型

B型

週
月

平成２４年 平成２５年

0 

300 

600 

900 

36 373839404142434445464748495051521 2 3 4 5 6 7 8 9 1011121314151617181920212223242526272829303132333435

9  10  11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

ウ
イ
ル
ス
分
離
・
検
出
数

AH1pdm09

AH3型

B型

週
月

平成２５年平成２４年

0 

10 

20 

30 

40 

36 38 40 42 44 46 48 50 52 2 4 6 8 10 12 14 16 18 20 22 24 26 28 30 32 34

9 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8

定
点
当
た
り
報
告
数

京都市

全国

平成２４年 平成２５年

平成２５年第５週

（1月28日～2月3日）
京都市：31.22

週
月



 

 

   ウ  平成２５年 ＲＳウイルス感染症のまとめ 

平成２５年の定点当たり報告数は第３２週（８月５日～８月１１日 ０.０２）以降，増加を続けて第４１週（１０月７日～１０月１３日 

１.２７）に最も多くなった。この時点における定点当たり報告数は，定点把握対象に指定された平成１６年以降では，平成２４年

に次いで多かった。 

平成２２年まで秋から冬にかけて流行したが，平成２３年，平成２４年と２年連続して夏頃から報告数が増加しており，本年も

同様の傾向がみられた。 

年齢階級別では，１歳未満 ３８.３％（０～５箇月 １９.２％，６～１１箇月 １９.１%）が最も多く，次いで１歳 ３３.２％となり，１歳

以下が７１.５％を占めた。 

京都市及び全国の定点当たり報告数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の平成１６年以降の定点当たり報告数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の年齢階級別割合の年次推移 
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   エ  平成２５年 咽頭結膜熱のまとめ 

平成２５年の定点当たり報告数は５月頃から増加しはじめ，第２３週（６月３日～６月９日）に０.６３となった。その後，一旦減

少したが，第４３週（１０月２１日～１０月２７日）以降，再び増加がみられ，過去５年平均値を大きく上回る状態が続いた。例年，

夏季に流行のピークがみられているが，本年は第５１週（１２月１６日～１２月２２日）に１.７１となり，冬季の流行で最大の報告

数となった。 

年齢階級別では１歳（１９.８％），４歳（１５.４％），２歳（１４.６％）の順となり，１歳が最多を占めるのは例年と変わりはないが，

第４３週以降の１０週間においては，４歳の報告割合が１６.５％と最も多く，次いで５歳（１５.１％），１歳（１３.７％）の順であっ

た。 

京都市及び全国の定点当たり報告数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の過去５年間の定点当たり報告数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京都市の年齢階級別割合の年次推移 
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   オ  平成２５年手足口病のまとめ 

平成２５年の定点当たり報告数は，例年よりも立ち上がりが遅く，第３０週（７月２２日～７月２８日）以降， 過去５年平均値を

上回る高い状態が続いた。第３１週（７月２９日～８月４日）には５.９５となり，昭和５７年に感染症発生動向調査が開始されて以

降，最も多かった平成２３年以来２年ぶりに，警報開始基準値（＊）『５.０』を超えた。 

手足口病の原因ウイルスは，コクサッキーウイルスＡ１６型（ＣＡ１６）とエンテロウイルス７１型（ＥＶ７１）が代表的であるが，

本年はコクサッキーウイルスＡ６型（ＣＡ６）が主流で，エンテロウイルス７１型（ＥＶ７１）も検出された。全国でも同様の傾向が

みられた。  

＊警報開始基準値：大きな流行が発生または継続しつつあると疑われることを意味しており，国立感染症研究所が指標等

を定めているもの。 

 

京都市及び全国の定点当たり報告数の推移 
 

            

 

 

 

 

 

 

京都市の過去５年間の流行状況  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手足口病から検出されたコクサッキーウイルス，エンテロウイルス及び定点当たり報告数の月別推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

５.０超開始週及び

定点当たり報告数

ピーク時週数及び

定点当たり報告数

平成２０年
第29週
（3.80）

平成２１年
第30週
（1.22）

平成２２年
第27週
（3.32）

平成２３年
第26週
（5.98）

第28週
（12.68）

平成２４年
第28週
（0.54）

平成２５年
第31週
（5.95）

第31週
（5.95）
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